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説明内容説明内容

1.1. 委員会・技術検討会の開催経緯委員会・技術検討会の開催経緯

2.2. 第第11回～第回～第33回回 技術検討会の結果技術検討会の結果

・第・第11回技術検討会の概要回技術検討会の概要
・第・第22回技術検討会の概要回技術検討会の概要
・第・第33回技術検討会の概要回技術検討会の概要

3.3. 今後の予定今後の予定
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1.1.委員会・技術検討会の開催経緯委員会・技術検討会の開催経緯
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�� 洪水調節容量洪水調節容量3,3903,390万万mm33

�� 1,350m1,350m33/s/s→→700m700m33/s/s

�� （（650m650m33//ssをダム調節）をダム調節）

�� 最大発電力：１最大発電力：１5,100kW5,100kW
(55m(55m33/s/s 取水時）取水時）

�� 年間発電量：年間発電量：7,0007,000万万kWhkWh

（盛岡市内の消費電力の約（盛岡市内の消費電力の約15%15%））

四十四田ダムの目的四十四田ダムの目的

治 水

発 電
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上流に旧松尾鉱山上流に旧松尾鉱山

四十四田ダム四十四田ダム

S43S43年完成年完成

酸性河川の赤川が存在酸性河川の赤川が存在

四十四田ダムをとりまく環境四十四田ダムをとりまく環境

中和処理の変遷中和処理の変遷

戦前～戦前～S47.5S47.5

松尾鉱業所松尾鉱業所,,岩手県岩手県

河川河川などなどへ石灰へ石灰等等直接投入直接投入

S47.5S47.5～～S56.12S56.12

旧建設省旧建設省 暫定中和処理暫定中和処理

河川へ石灰河川へ石灰等等直接投入直接投入

S57.1S57.1～現在～現在

金属鉱業事業団金属鉱業事業団

新中和処理新中和処理

５
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昭和昭和4949年当時の松川合流点年当時の松川合流点

昭和昭和4949年当時の雫石川合流点年当時の雫石川合流点

SS経年変化
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ダム流入ダム流入SSSS

放流放流SSSS

中和沈殿物で褐色に染められた中和沈殿物で褐色に染められた
四十四田ダム貯水池四十四田ダム貯水池 河床が見えるほど河床が見えるほど

に澄んでいるに澄んでいる

６

試験湛水当時試験湛水当時

暫定中和処理期の状況暫定中和処理期の状況

北上川北上川雫石川雫石川

松川松川 北上川北上川
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四十四田ダムの現状四十四田ダムの現状

1515年間で年間で

約約6060％の堆砂率に％の堆砂率に
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暫定中和処理 新中和処理

音響法 重錘法
計画堆砂量

1,160万m3

重錘法 音響法

計画累加堆砂量

累加堆砂量

期間堆砂量

10年
1977年

20年
1987年

30年
1997年

H16(平均断面法による)

累加堆砂量：1,121万m3

堆 砂 率：96.6%

H16(ﾒｯｼｭ法による)

累加堆砂量：975万m3

堆 砂 率：84.1%計画に近い計画に近い堆砂の進行堆砂の進行

急激急激な堆砂のな堆砂の進行進行
H16（メッシュ法による）

累加堆砂量：976万m3

堆 砂 率：84.1%

H16（平均断面法による）

累加堆砂量：1,121万m3

堆 砂 率：96.6%

年間堆砂量

堆砂率：堆砂率：８４．１％８４．１％
（平成（平成1616年）年）
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堆砂の課題（堆砂の課題（量量の課題）の課題）

計画堆砂量の８４．１％まで堆砂が進行計画堆砂量の８４．１％まで堆砂が進行

治水容量治水容量 3,3903,390万万mm33（内堆砂量（内堆砂量132132万万mm33））

利水容量利水容量 160160万万mm33（内堆砂量（内堆砂量 5252万万mm33））

堆砂容量堆砂容量 11,,160160万万mm33 実堆砂量実堆砂量976976万万mm33

有効容量有効容量

堆砂率堆砂率(%)(%)＝＝ ＝＝ ＝＝84.1%84.1%
976976万万mm33

1,1601,160万万mm33

堆砂量堆砂量

計画堆砂量計画堆砂量
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堆砂の課題（堆砂の課題（質質の課題）の課題）

高濃度高濃度ののヒ素を含んだ土砂がダム湖内ヒ素を含んだ土砂がダム湖内
に堆積に堆積

ヒ素含有量ヒ素含有量

深部：高い深部：高い

浅部：低い浅部：低い

現在の状況（現在の状況（H16H16））

現在もダム底にヒ素を含
む堆積物が存在

現在もダム底にヒ素を含現在もダム底にヒ素を含
む堆積物が存在む堆積物が存在

現状：高濃度現状：高濃度ののヒ素を含んだ堆積土の上にヒ素濃度の低い土砂が被覆ヒ素を含んだ堆積土の上にヒ素濃度の低い土砂が被覆
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課題への対応課題への対応

委員会・技術検討会の設立委員会・技術検討会の設立（（H18.3.6H18.3.6））

四十四田ダム貯水池堆砂対策検討委員会四十四田ダム貯水池堆砂対策検討委員会

・四十四田ダムの堆砂対策を実施するうえで、考慮すべ・四十四田ダムの堆砂対策を実施するうえで、考慮すべ
き課題に対する技術的指導・助言を行い、ダム機能維き課題に対する技術的指導・助言を行い、ダム機能維
持のための対策計画に資することを目的持のための対策計画に資することを目的

学識者による技術的検討学識者による技術的検討

四十四田ダム貯水池堆砂対策技術検討会四十四田ダム貯水池堆砂対策技術検討会

・堆砂対策および水質・底質等の環境面に関しての技術・堆砂対策および水質・底質等の環境面に関しての技術
的項目・課題事項について詳細な検討を実施的項目・課題事項について詳細な検討を実施
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委員会・技術検討会の開催経緯委員会・技術検討会の開催経緯

第第11回回 技術検討会（技術検討会（H18H18年年55月月2525日開催）日開催）
想定される課題の整理・質的な課題に関する想定される課題の整理・質的な課題に関する影響影響分析分析

第第22回回 技術検討会（技術検討会（H18H18年年99月月1111日開催）日開催）
量的な課題量的な課題に関する影響分析に関する影響分析・質的な課題に対する・質的な課題に対する追加追加調査調査の中間の中間報告報告

第３回第３回 技術検討会（技術検討会（H19H19年年11月月1919日開催）日開催）
量的な課題に量的な課題に関関するする影響分析・質的な課題に関する追加影響分析影響分析・質的な課題に関する追加影響分析

第第11回回 四十四田ダム堆砂対策検討委員会（四十四田ダム堆砂対策検討委員会（H18H18年年33月月66日開催）日開催）
委員会設立・四十四田ダムの概要説明委員会設立・四十四田ダムの概要説明

第第22回回 四十四田ダム堆砂対策検討委員会（四十四田ダム堆砂対策検討委員会（H19H19年６月年６月1818日開催）日開催）
検討結果の中間報告検討結果の中間報告
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2.2. 第第11回～第回～第33回回 技術検討会技術検討会
の結果の結果
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�� 想定される課題想定される課題（質的・量的）（質的・量的）の整理の整理

�� 質的な課題に関する影響分析を主に審議質的な課題に関する影響分析を主に審議

�� 既往調査から判断した質的な課題に関する影響既往調査から判断した質的な課題に関する影響
分析結果は、概ね了承分析結果は、概ね了承

�� 根拠となる調査結果・方法について、指導・助根拠となる調査結果・方法について、指導・助
言言

→第→第22回技術検討会で追加調査報告回技術検討会で追加調査報告

監視態勢の継続審議監視態勢の継続審議

�� 堆積物の急増要因について指導・助言堆積物の急増要因について指導・助言

→第２回・第３回技術検討会で継続審議→第２回・第３回技術検討会で継続審議

第１回技術検討会の概要第１回技術検討会の概要
審議内容

指導事項
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質的な課題質的な課題

●質的な課題に関する影響●質的な課題に関する影響
①溶出に関する影響①溶出に関する影響

②巻き上げ・浮上に関する影響②巻き上げ・浮上に関する影響

③ダム堤体からの漏水に関する影③ダム堤体からの漏水に関する影
響響

④ダム直下及びアバットを迂回す④ダム直下及びアバットを迂回す
る浸透水に関する影響る浸透水に関する影響

⑤周辺地下水への拡散・汚染に関⑤周辺地下水への拡散・汚染に関
する影響する影響

⑥生物に関する影響⑥生物に関する影響

●既往調査から影響を整理●既往調査から影響を整理

質的な課題の抽出質的な課題の抽出

ダム堆積物中に含まれるダム堆積物中に含まれる
ヒ素が問題ヒ素が問題

ヒ素含有量

深部：高い

浅部：低い
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質的な課題に関する影響分析質的な課題に関する影響分析
1)1)溶出に関する影響溶出に関する影響

◆現象が発生する要因：ヒ素溶出をもたらすダム底層の◆現象が発生する要因：ヒ素溶出をもたらすダム底層の

嫌気化など嫌気化など

【課題】ダム底の堆積物中にとりこまれているヒ素が溶出

しているか？

ダム湖内および下流河川へ影響を及ぼす可能性は

あるか？

溶出
によ
る懸
念

下流河川への影響の課題
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分析分析（１）（１）：平水時水質状況把握：平水時水質状況把握
●●分析分析内容：内容：公共用水域水質調査結果公共用水域水質調査結果

（（S53S53～～H15H15 事務所調査）事務所調査）
●●分析分析結果：ヒ素は、結果：ヒ素は、環境環境基準値未満基準値未満
（測定地点：ダム地点（表層）（測定地点：ダム地点（表層）,,ダム下流地点）ダム下流地点）

分析分析（２）（２）：：ダム底層の嫌気化状況ダム底層の嫌気化状況把握把握
●●分析分析内容：ダム内容：ダム湖内湖内のの鉛直水質調査結果鉛直水質調査結果

（（S51S51～～H16H16 事務所調査）事務所調査）
●●分析分析結果：結果：DODOは概ねは概ね5mg/L5mg/L以上（最低以上（最低2mg/L2mg/L））

質的な課題に関する影響分析質的な課題に関する影響分析

現状調査からの判断現状調査からの判断
→底質からダム湖内へのヒ素溶出は→底質からダム湖内へのヒ素溶出は

想定されない想定されない
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分析分析（３）（３）：底質からのヒ素溶出、間隙水水質の把握：底質からのヒ素溶出、間隙水水質の把握
●●分析分析内容①：ダム湖底の堆積物の溶出内容①：ダム湖底の堆積物の溶出試験結果試験結果

（（H13H13 事務所調査）事務所調査）
●●分析分析結果①：堆積物表層溶出水のヒ素濃度は定量下限値未満結果①：堆積物表層溶出水のヒ素濃度は定量下限値未満

●●分析分析内容②：内容②：堆積物堆積物中の中の間隙水間隙水におけるにおける水質調査水質調査
（（S61S61、、H13H13、、H14H14 事務所調査）事務所調査）

●●分析分析結果②：結果②：ダム湖水中に接しているダム湖水中に接している堆積物中の堆積物中の
間隙水ヒ素濃度は間隙水ヒ素濃度は環境基準値程度環境基準値程度

分析分析（４）（４）：堆積物の性状把握：堆積物の性状把握
●●分析分析内容：堆積物内容：堆積物ボーリング調査結果ボーリング調査結果

（（H13H13、、H14H14、、H17H17 事務所調査）事務所調査）
●●分析分析結果：高濃度のヒ素を含む層は結果：高濃度のヒ素を含む層は圧密された粘性土圧密された粘性土

質的な課題に関する影響分析質的な課題に関する影響分析

分析分析(3)(3)・・(4)(4)よりより
高濃度高濃度ヒ素を含む間隙水はヒ素を含む間隙水は、粘性土中に封じ込められ、、粘性土中に封じ込められ、
ダム湖内および周辺ダム湖内および周辺にはには流出流出していないと考えられる。していないと考えられる。
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2)2) 巻き上げ・浮上に関する影響巻き上げ・浮上に関する影響

◆現象が発生する要因：出水時におけるダム湖◆現象が発生する要因：出水時におけるダム湖
底の洗掘、攪乱底の洗掘、攪乱

【課題】ダム湖内の底部に存在する高濃度のヒ素を含む堆積

物層まで洗掘されているか？

貯水池内に浮上する可能性はあるか？

質的な課題に関する影響分析質的な課題に関する影響分析
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出水
時の
巻き
上げ
・浮
上

下流河川への影響の課題下流河川への影響の課題

質的な課題に関する影響分析質的な課題に関する影響分析

大規模な大規模な
出水時出水時 想定される巻き上げ・浮上要因想定される巻き上げ・浮上要因
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質的な課題に関する影響分析質的な課題に関する影響分析

流入水質は環境基準値を流入水質は環境基準値を

超過することもある超過することもある

出水時には上流の出水時には上流の

ヒ素を含むヒ素を含む河床堆積物が流河床堆積物が流

下することがある下することがある

四十四田ダムにおける四十四田ダムにおける
巻き上げ・浮上巻き上げ・浮上

放流水質は環境基準値以下
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分析：出水時における状況把握分析：出水時における状況把握
●●分析分析内容：出水時内容：出水時水質調査結果水質調査結果

（（H12H12～～H1H1６６ 事務所調査）事務所調査）
●●分析分析結果：ダム下流地点におけるヒ素濃度は、結果：ダム下流地点におけるヒ素濃度は、

いずれの出水においてもいずれの出水においても環境環境基準値未満基準値未満
（測定地点：ダム下流地点（四十四田橋））（測定地点：ダム下流地点（四十四田橋））
・・H1H144洪水時洪水時
最大流入量最大流入量908m908m33//ss、、最大ヒ素濃度：最大ヒ素濃度：0.000.0099mg/Lmg/L
・・H16H16洪水時洪水時
最大流入量最大流入量961m961m33/s/s、、最大ヒ素濃度：最大ヒ素濃度：0.007mg/L0.007mg/L

質的な課題に関する影響分析質的な課題に関する影響分析

現状調査からの判断現状調査からの判断
→巻き上げ・浮上に伴うヒ素流出の→巻き上げ・浮上に伴うヒ素流出の
影響は小さいと考えられる影響は小さいと考えられる
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質的な課題に関する影響分析質的な課題に関する影響分析

3)3)ダム堤体からの漏水に関する影響ダム堤体からの漏水に関する影響

◆現象が発生する要因：◆現象が発生する要因：コンクリート継ぎ目の変化（コンクリート継ぎ目の変化（※※冬季の目冬季の目
開き、火山活動開き、火山活動・・地震等による地震等による自然現象自然現象を含む）を含む）

【課題】ダム堤体のコンクリート打ち継ぎ目を浸透する漏水

に堆積物のヒ素が含まれているか？

下流へ影響を及ぼす可能性はあるか？

ダム堤体の漏水による懸念
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分析：堤体からの漏水水質把握分析：堤体からの漏水水質把握

●●分析分析内容：漏水内容：漏水水質調査結果水質調査結果（（H1H1７年度７年度 事務所調査）事務所調査）

（（H17.12.12H17.12.12、、H18.2.7H18.2.7、、2.202.20の３回）の３回）

●●分析分析結果：調査した８地点についてすべて結果：調査した８地点についてすべて環境環境基準値未満基準値未満

◎最大値：最大ヒ素濃度：◎最大値：最大ヒ素濃度：0.007mg/L0.007mg/L

最大漏水量：約最大漏水量：約0.6L0.6L／／ss

※※参考：平均発電放流量参考：平均発電放流量 約約17.4m17.4m33/s/s

質的な課題に関する影響分析質的な課題に関する影響分析

現状調査からの判断現状調査からの判断

→堤体→堤体からのからの漏水によるヒ素の影響は漏水によるヒ素の影響は

小さいと考えられる小さいと考えられる



24ダム直下の浸透水による懸念

ダム
アバ
ット
を迂
回す
る

浸透
水に
よる
懸念

質的な課題に関する影響分析質的な課題に関する影響分析
4)4)ダム直下及びアバットを迂回する浸透水に関ダム直下及びアバットを迂回する浸透水に関

する影響する影響

◆現象が発生する要因◆現象が発生する要因

・・基礎岩盤基礎岩盤の変化（の変化（※※火山活動、地震等による火山活動、地震等による自然現象自然現象を含む）を含む）

【課題】ダム直下の基礎岩盤及び堤体両岸（アバット）の

地山を浸透する水に堆積物に起因するヒ素が含まれ

ているか？

その水が下流河川へ流出することで水質面へ影響

を及ぼす可能性はあるか？
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現状調査からの判断現状調査からの判断

→ダム直下を迂回する浸透水による→ダム直下を迂回する浸透水による

ヒ素の影響は認められないヒ素の影響は認められない

分析：浸透水の水質把握分析：浸透水の水質把握
●●分析分析内容：浸透水水質調査内容：浸透水水質調査結果結果

（（H16H16 事務所調査）事務所調査）
●●分析分析結果：間隙水圧計（結果：間隙水圧計（1212地点）からの地点）からの
湧出水のヒ素濃度はすべて定量下限値未満湧出水のヒ素濃度はすべて定量下限値未満

アバット部を迂回する浸透水→アバット部を迂回する浸透水→第２回技術検討会で報告第２回技術検討会で報告

質的な課題に関する影響分析質的な課題に関する影響分析
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質的な課題に関する影響分析質的な課題に関する影響分析

5)5)周辺地下水への汚染・拡散に関する影響周辺地下水への汚染・拡散に関する影響

◆現象が発生する要因：◆現象が発生する要因：地下水脈の変化地下水脈の変化

【課題】ダム湖内の堆積物によりダム湖周辺地下水へ影響

を及ぼす可能性はあるか？

地下水に関する課題
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現状調査からの判断現状調査からの判断

→ダム周辺における地下水中に堆積物を→ダム周辺における地下水中に堆積物を
要因とするヒ素は認められない要因とするヒ素は認められない

分析：周辺地下水状況把握分析：周辺地下水状況把握
●●分析分析内容：内容：

公共用水域水質調査公共用水域水質調査結果結果((井戸水井戸水) ) （（H11H11～～H15H15岩手県・盛岡岩手県・盛岡
市等調査）市等調査）

水質モニタリング調査水質モニタリング調査結果結果（（H17H17 岩手県・盛岡市等調査）岩手県・盛岡市等調査）

●●分析分析結果：結果：

ダム周辺の井戸・地下水において、１箇所の井戸で環境基準値ダム周辺の井戸・地下水において、１箇所の井戸で環境基準値
を超過するヒ素が確認された。ただし、貯水池から約を超過するヒ素が確認された。ただし、貯水池から約300m300mにに
位置したこの井戸は底標高が堆積物標高に比べ約位置したこの井戸は底標高が堆積物標高に比べ約10m10m高く、堆高く、堆
積物に起因するものではない。積物に起因するものではない。

質的な課題に関する影響分析質的な課題に関する影響分析
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分析：魚類のヒ素含有量把握分析：魚類のヒ素含有量把握
●●分析分析内容内容

魚類調査結果（魚類調査結果（S61S61、、H8H8、、H14H14 事務所調査）事務所調査）

●●分析分析結果結果

ダム湖内の生息魚類（ウグイ・ブラックバス等）について、ダム湖内の生息魚類（ウグイ・ブラックバス等）について、
ヒ素等を対象に解剖分析を実施した結果、体内におけるヒヒ素等を対象に解剖分析を実施した結果、体内におけるヒ
素含有量はいずれも定量下限値未満であった。素含有量はいずれも定量下限値未満であった。

6)6)生物に関する影響生物に関する影響

【課題】水圏生態系を通じた生物濃縮等の可能性はあるか？

質的な課題に関する影響分析質的な課題に関する影響分析

現状調査からの判断現状調査からの判断
→ダム湖及び周辺に生息する魚類への→ダム湖及び周辺に生息する魚類への

影響は小さいと考えられる影響は小さいと考えられる
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�� 量的な課題に関する影響分析を主に審議量的な課題に関する影響分析を主に審議

�� 質的な課題に関する追加調査の中間報告質的な課題に関する追加調査の中間報告

�� ダム機能への影響に関する評価方法について、対象洪水ダム機能への影響に関する評価方法について、対象洪水
に関する指導・助言に関する指導・助言

�� 堆積物の急増要因について指導・助言堆積物の急増要因について指導・助言

�� 今後の監視態勢検討に関する助言今後の監視態勢検討に関する助言

→上記項目について第→上記項目について第33回技術検討会で継続審議回技術検討会で継続審議

第第22回技術検討会の概要回技術検討会の概要

審議内容

指導事項
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量的な課題に関する影響分析量的な課題に関する影響分析

１１))洪水調節容量減少に洪水調節容量減少に

関する影響分析関する影響分析

■検討結果■検討結果

実洪水での分析方法実洪水での分析方法に変更→に変更→第３回技術検討会で継続審議第３回技術検討会で継続審議

計画ハイドロ
（治水容量内に堆砂なし）

計画ハイドロ
（治水容量内に堆砂あり）

1,000
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0
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流

量

(m3/s)

ダム放流量

の増大

ダムで

貯めた水量

ダムで

貯めた水量

ダムから

放流された水量

ダムから

放流された水量

堆砂により貯められ

なかった水量



31

22))発電量の低下に関する影響分析発電量の低下に関する影響分析

現状の堆砂状況において、利水容量の約32.8%を堆砂が占めて
いる。（H16年時点）

量的な課題に関する影響分析量的な課題に関する影響分析

利水容量利水容量 160160万万mm33 （内堆砂量（内堆砂量 5252万万mm33））
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・将来時点（・将来時点（2020年後：年後：20252025年時点）年時点）

発電取水塔敷高近くまで堆砂が進行す発電取水塔敷高近くまで堆砂が進行す
ることが予測され、発電機能に障害がることが予測され、発電機能に障害が
生じると想定される。生じると想定される。

・将来時点（・将来時点（3030年後以降：年後以降：20352035年～）年～）

発電取水塔が埋没すると想定される。発電取水塔が埋没すると想定される。

【課題】将来、発電機能に障害が生じる可能性はあるか？

量的な課題に関する影響分析量的な課題に関する影響分析



33

140

145

150

155

160

165

170

175

0 600 1200 1800 2400 3000 3600 4200 4800 5400 6000 6600 7200 7800 8400 9000 9600 10200 10800 11400 12000

縦断距離(m)

標
高
(E
L
.m
)
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予測20年後 予測30年後

予測40年後 予測50年後

予測62年後 予測70年後

予測80年後 予測90年後

予測100年後 予測112年後

最大堆砂時

オリィフィスゲート敷高E.L.150.0m

発電取水搭敷高E.L.153.0m

最低水位E.L.158.0m

制限水位E.L.159.0m

常時満水位E.L.170.0m

洪水期満水位E.L.171.0m

発電取水塔敷高発電取水塔敷高ELEL：：153.0m153.0m

ダムサイト

オリィフィスゲート敷高オリィフィスゲート敷高 EL: 150.0m EL: 150.0m 

2020年後の堆砂面年後の堆砂面

量的な課題に関する影響分析量的な課題に関する影響分析
堆砂シミュレーションにおける予測結果堆砂シミュレーションにおける予測結果
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１）夏期鉛直水質調査１）夏期鉛直水質調査

貯水池底層での嫌気化が顕著な夏季における貯水池底層での嫌気化が顕著な夏季における

水質状況把握水質状況把握（（H18H18 事務所調査）事務所調査）

底層底層DO5mg/LDO5mg/L以上以上 →好気状況→好気状況

ヒ素濃度は定量下限値以下ヒ素濃度は定量下限値以下

２）溶出試験（採取底泥における溶出実験）２）溶出試験（採取底泥における溶出実験）

嫌気化状態でのヒ素の溶出状況把握嫌気化状態でのヒ素の溶出状況把握

（（H18H18 事務所調査）事務所調査）

ヒ素濃度は定量下限値以下ヒ素濃度は定量下限値以下

質的な課題に関する質的な課題に関する追加追加調査調査の中間の中間報告報告

→水環境への影響は想定されない→水環境への影響は想定されない

→水環境への影響は想定されない→水環境への影響は想定されない
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33））堤体からの漏水水質調査堤体からの漏水水質調査

季節的な漏水量、水質把握季節的な漏水量、水質把握

（（H18H18 事務所調査）事務所調査）

ヒ素濃度は定量下限値以下ヒ素濃度は定量下限値以下

44）アース部浸透流）アース部浸透流観測孔での水質調査観測孔での水質調査

ダムアバットを迂回する浸透水の水質把握ダムアバットを迂回する浸透水の水質把握

（（H18H18 事務所調査）事務所調査）

一部の観測孔を除きヒ素濃度は定量下限値以下一部の観測孔を除きヒ素濃度は定量下限値以下

質的な課題に関する質的な課題に関する追加追加調査調査の中間の中間報告報告

→→水環境への影響は水環境への影響は想定されな想定されないい

→→継続監視継続監視
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�� 量的な課題に関する影響分析量的な課題に関する影響分析

�� 質的な課題に関する追加影響分析質的な課題に関する追加影響分析

�� 堆砂対策の緊急性整理方針について指導・助言堆砂対策の緊急性整理方針について指導・助言

�� 監視態勢に関する指導・助言監視態勢に関する指導・助言

→上記については、第４回技術検討会にて継続審議→上記については、第４回技術検討会にて継続審議

第第33回技術検討会の概要回技術検討会の概要

審議内容

指導事項
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1)1)現状の堆砂状況現状の堆砂状況

現状において、治水容量の約3.9％、利水容量の約32.8%
を堆砂が占めている。計画堆砂量に占める堆砂量の

割合は84.1%で全国の直轄ダム・水資源機構管理ダムの
なかで10位（H16年時点）

量的な課題に関する影響分析量的な課題に関する影響分析

治水容量治水容量 3,3903,390万万mm33（内堆砂量（内堆砂量132132万万mm33））

利水容量利水容量 160160万万mm33（内堆砂量（内堆砂量 5252万万mm33））

堆砂容量堆砂容量 11,,160160万万mm33 実堆砂量実堆砂量976976万万mm33

有効容量有効容量
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堆
 
砂
 
量

(万m3)

暫定中和処理 新中和処理

音響法 重錘法
計画堆砂量

1,160万m
3

重錘法 音響法

計画累加堆砂量

累加堆砂量

期間堆砂量

10年
1977年(S52)

20年
1987年(S62)

30年
1997年(H9)

H16(平均断面法による)

累加堆砂量：1,121万m3

堆　 砂 　率：96.6%

H16(ﾒｯｼｭ法による)

累加堆砂量：976万m3

堆　 砂 　率：84.1%

1975年(S50) 2002年(H14)

暫定中和処理期
の堆砂傾向線

新中和処理期
の堆砂傾向線

堆砂経年変化：新中和処理以降の堆砂進行は概ね計画年堆砂量に近い

計画年堆砂量計画年堆砂量

11.611.6万万mm33//年年

約50万m3/年

約10～20万m3/年

量的な課題に関する影響分析量的な課題に関する影響分析
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量的な課題に関する影響分析量的な課題に関する影響分析
◎堆砂が急速に進行した理由と今後の傾向◎堆砂が急速に進行した理由と今後の傾向

・過去の急激に増加した堆積物は、上流の暫定中和処理・過去の急激に増加した堆積物は、上流の暫定中和処理
により生成された中和生成物由来の堆積物で、シルトにより生成された中和生成物由来の堆積物で、シルト
以下の細粒成分が主体以下の細粒成分が主体

・新中和処理以降、上流から中和生成物の流入は無く、・新中和処理以降、上流から中和生成物の流入は無く、
経年的に流入負荷量は減少傾向経年的に流入負荷量は減少傾向

管理開始初期に見られた急激な堆砂の進行は、暫定中和
処理が主要因と考えられる一時的な現象であり、今後同
様な堆砂量の増大がみられることはないと考えられる。

S49S49年当時年当時 現在現在

松川松川 北上川北上川
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船田橋（L-Q）S44.1～H17.3

y = 0.0782x2.4819

R2 = 0.9839

y = 7.4629x1.2499

R2 = 0.4478

y = 12.425x1.4478

R2 = 0.572

y = 0.3279x2.2196

R2 = 0.9079

1.E+00

1.E+01

1.E+02

1.E+03

1.E+04

1.E+05

1.E+06

1.E+07

1 10 100 1000 10000
流量（m3/s)

負
荷
量
(g
/
s)

出水時（S56.8）

S44.1-S56.12

出水時(H12-16)

S57.1-H17.3

累乗 (出水時（S56.8）)

累乗 (S57.1-H17.3)

累乗 (S44.1-S56.12)

累乗 (出水時(H12-16))

※流量値は観測値

近似線(出水時S56.8)

近似線(S57.1-H17.3)

近似線(S44.1-S56.12)

近似線(出水時H12-16)

流量（m3/s）

SS
負
荷
量
（
g/

s）

緑：新中和処理以降緑：新中和処理以降

赤：暫定中和処理期赤：暫定中和処理期

暫定中和処理期と新中和処理期では、平常時の
ダム流入SS負荷量に大きな相違がみられる
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2)2)洪水調節機能の低下に関する分析洪水調節機能の低下に関する分析

①洪水調節方法①洪水調節方法

400m3/s

700m3/s

現在の洪水調節：下流河道の流下能力見合い（500m3/s）

の放流を実施

量的な課題に関する影響分析量的な課題に関する影響分析
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河道整備が遅れている盛岡市街地河道整備が遅れている盛岡市街地

堤防整備状況図平常時の北上川平常時の北上川

H16H16洪水時の北上川洪水時の北上川

盛岡市街地は、盛岡市街地は、H16H16洪水時には大変危険な状洪水時には大変危険な状

況となりました況となりました

四十四田ダム下流から三四十四田ダム下流から三

川合流までは市街地が隣川合流までは市街地が隣
接し、雫石川に比べて高水接し、雫石川に比べて高水
敷が狭くなっています敷が狭くなっています

四十四田ダム最大放流量：四十四田ダム最大放流量：500m500m33/s/s
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堆砂により約堆砂により約190190万万mm33不足（管理開始時点から）不足（管理開始時点から）

カスリン台風規模の洪水に対応可能カスリン台風規模の洪水に対応可能

カスリン台風規模の洪水には対応不可カスリン台風規模の洪水には対応不可

①①管理開始管理開始時点時点（堆砂ゼロ）（堆砂ゼロ）

治水治水容量容量

：：3,3903,390万万mm33

②②現在（現在（H16H16時点）時点）
治水容量治水容量

：：3,2003,200万万mm33

3)3)洪水調節機能の低下に関する分析洪水調節機能の低下に関する分析

量的な課題に関する影響分析量的な課題に関する影響分析
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カスリン台風規模の洪水時におけるカスリン台風規模の洪水時における
ダム貯水位の状況ダム貯水位の状況

SWL：洪水時にダムによって一時的に貯留することとした流水の最高水位

最高水位：カスリン台風相当の降雨時に500m3/s放流を行った場合の最高水位（計算値）

堆砂が進行していな堆砂が進行していな
い状況（管理開始時い状況（管理開始時
点）での最高水位点）での最高水位

洪水時最高水位
（SWL171.00m）

洪水時最高水位
（SWL171.00m）

洪水時最高水位洪水時最高水位
を超え危険な状況を超え危険な状況
となるとなる

堆砂が進行した状堆砂が進行した状
況（現在：況（現在：H16H16時点）時点）
での最高水位での最高水位

最高水位
170.88m

最高水位
171.36m
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過去に過去に渇水等により貯水位が低下し、ヒ素を含む濁水渇水等により貯水位が低下し、ヒ素を含む濁水がが生生
じていないか？じていないか？

�� 管理開始以降、渇水により最低水位以下までの水位低下が管理開始以降、渇水により最低水位以下までの水位低下が
生じたことは無い生じたことは無い

�� 現在は、現在は、ヒ素濃度の低い土砂が表層部に厚く堆積ヒ素濃度の低い土砂が表層部に厚く堆積し、またし、また
貯水位の低下は無い貯水位の低下は無いため、渇水濁水は生じていないため、渇水濁水は生じていない

�� ※※昭和昭和61 61 年の工事において最低水位（年の工事において最低水位（158m158m）以下の）以下の155155ｍ程度まｍ程度ま
で低下した際、湖内中心部でヒ素濃度はで低下した際、湖内中心部でヒ素濃度は環境基準値以上であった環境基準値以上であったがが放放
流水質は定量下限値流水質は定量下限値以下以下。。

渇水濁水について渇水濁水について

第２回技術検討会での委員意見

第３回技術検討会での報告

質的な課題に関する追加影響分析質的な課題に関する追加影響分析
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これまでの検討結果整理これまでの検討結果整理
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これまでの検討結果整理これまでの検討結果整理

質的な課題質的な課題

に関する今後の対応に関する今後の対応
【【検討結果検討結果】】

・ヒ素を含んだ既堆積物に・ヒ素を含んだ既堆積物に
よる水環境への影響は小さよる水環境への影響は小さ
いと考えられるため、既堆いと考えられるため、既堆
積物の積物の存置を許容する。存置を許容する。

・今後の監視態勢について・今後の監視態勢について
整理していく。整理していく。

【【検討結果検討結果】】

・急激な堆砂進行により・急激な堆砂進行により
ダム機能を損なっている。ダム機能を損なっている。

・かつての急激な堆砂進・かつての急激な堆砂進
行は暫定中和処理に起因行は暫定中和処理に起因
すると考えられ今後は同すると考えられ今後は同
様な急激な堆砂進行は考様な急激な堆砂進行は考
えにくい。えにくい。

・ダム容量減少に伴い機・ダム容量減少に伴い機
能が損なわれていること能が損なわれていること
からダムとしては対策がからダムとしては対策が
望まれる。望まれる。

量的な課題量的な課題

に関する今後の対応に関する今後の対応
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３３. . 今後の予定今後の予定
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今後の予定今後の予定

第第11回～第回～第33回回 技術検討会技術検討会（（H18H18年年55月・月・99月・月・H19H19年年11月開催）月開催）

第第11回回 四十四田ダム堆砂対策検討委員会四十四田ダム堆砂対策検討委員会（（H18H18年年33月月66日開催）日開催）

第第22回回 四十四田ダム堆砂対策検討委員会四十四田ダム堆砂対策検討委員会

第４回第４回 技術検討会技術検討会

第３回第３回 四十四田ダム堆砂対策検討委員会四十四田ダム堆砂対策検討委員会
技術検討会結果を受けての審議技術検討会結果を受けての審議

四十四田ダム堆砂対策四十四田ダム堆砂対策 基本方針とりまとめ基本方針とりまとめ


